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鹿児島県
国保連合会広報誌

国
保

か
しごま

今月の
標語

〈知事賞〉

作品を作った
きっかけ

この標語を作ったのは、私の父が７年くらい前に健康診断で早
期に病気が分かったおかげで、今も病気と一緒に仲良くしなが
ら元気に過ごすことができていることがきっかけです。健康診断
を早く受けとけばよかったなぁ、ちょっしもたと後悔をする人が
ひとりでも減るようにと願いを込めて作りました。

ちょっしもた！　そうなる前に　健康診断
第28回「健康増進月間」作文・標語コンクール受賞作品より

知名町

郡山　美香さん

西之表市保健センターすこやかで行われた研修会には、ふれあいサロン支援者73人
が参加され、身近なものを使った楽しいレクリエーションの仕方やいきいき健康体
操などを学びました。研修内容について参加者からは、「身近なもので手先や頭を
使う遊びが実体験できてよかった」や「実践しやすい体操でこれからのサロンに活
かしたい」といった声が聞かれ、有意義な研修になりました。

高齢者ふれあいサロン支援者研修会　
熊毛地区参加者のみなさん
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特定健診受診促進街頭キャンペーンとＣＭ・ポスター・リーフレット制作のお知らせ

健診受診と適度な運動で健康な毎日を【特  集】

国
保
か
ご
し
ま



特定健診受診促進街頭キャンペーンとＣＭ・ポスター・リーフレット
制作のお知らせ

健診受診と適度な運動で
健康な毎日を

自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
だ
け
で
な
く
、

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が

る
特
定
健
診
。
保
健
指
導
で
食
事
や
運

動
等
の
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
生
活
習
慣

病
の
発
症
と
重
症
化
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
本
会
で
は
こ
の
た
び
、
健
診
受
診
と

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
Ｃ
Ｍ
や
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

制
作
。
一
人
で
も
多
く
の
住
民
に
直
接
呼

び
掛
け
る
た
め
、
４
月
24
日
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

私たち３人も
テレビＣＭに
出演中！

４ページの
トクケン体操を
一緒にしよう！

街頭キャンペー
ンも一緒に盛り
上げました！

特 集

s p e c i a l  f e a t u r e

鹿児島ユナイテッドＦＣの選手

本会広報番組の健康リポーター西上原愛さんも、笑顔でキャンペーンの様子をリポート。本会イメージキャラクター「けんこう坊や」と一緒に盛り上げた
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リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
で
受
診　

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

本
県
市
町
村
国
保
の
平
成
25
年
度
特

定
健
診
受
診
率
は
40
・
９
％
。
国
の
定

め
る
目
標
値
60
％
に
届
い
て
い
な
い
状

況
だ
。
そ
こ
で
本
会
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
特
定
健
診
の
受
診
・
特
定
保

健
指
導
促
進
の
情
報
発
信
を
行
う
テ
レ

ビ
広
報
と
連
動
し
、
鹿
児
島
市
内
繁
華

街
で
健
診
の
受
診
を
呼
び
掛
け
、
広
報

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。
保
険
者
の
特

定
健
診
受
診
率
向
上
を
目
的
に
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

４
月
24
日
、
鹿
児
島
市
金
生
町
の

大
型
商
業
施
設
付
近
に
て
実
施
し
た
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
け
ん
こ
う
坊
や

と
「
健
康
が
一
番
」
と
書
か
れ
た
は
っ

ぴ
を
着
た
本
会
職
員
と
３
人
の
鹿
児
島

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
の
選
手
が
、
受
診
促

進
を
掲
げ
た
の
ぼ
り
旗
を
持
っ
て
呼
び

掛
け
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や

生
活
習
慣
の
改
善
、
特
定
健
診
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
を
行
い
な
が
ら
、
住
民
に
特

定
健
診
受
診
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

人
通
り
の
多
い
ア
ー
ケ
ー
ド
で
は
行

き
交
う
住
民
に
「
年
に
１
回
特
定
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
」「
毎
年
１
回
は
自
分

の
体
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
な
が
ら
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
。
受
け
取
っ
た
人
の
中
に
は
、

立
ち
止
ま
っ
て
じ
っ
く
り
見
入
る
人
の
姿

も
。
時
に
は
健
康
づ
く
り
の
話
も
交
え

な
が
ら
、
一
人
一
人
に
声
を
か
け
、
健

診
受
診
の
大
切
さ
を
周
知
し
た
。

特定健診受けて
くださいね！

子どものためにも
健診受けて、

健康でいないとね！

「健康づくりが若さのひけつ」と話す男性。年齢を感じ
させないポーズで「ハイ！チーズ」

各テレビ局の取材を受け、受診促進を呼び掛ける本会
事業課の大村保健事業係長

配布されたリーフレットに目をとめる女性
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毎
年
の
受
診
で　
　
　
　
　

健
康
状
態
を
把
握

各
テ
レ
ビ
局
も
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
取

材
。
本
会
事
業
課
の
大
村
保
健
事
業
係

長
は
「
昨
年
、
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方

も
、
現
在
病
院
な
ど
で
治
療
を
受
け
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
、
受
診
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

呼
び
掛
け
た
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
受
け
取
っ
た
人
が
一
人
で
も
多
く

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
受
診
率

向
上
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
自
分
の
体

の
状
態
を
知
る
こ
と
で
健
康
へ
の
意
識

付
け
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

今
後
も
県
内
市
町
村
を
訪
れ
、
健
康

機
器
に
よ
る
健
康
測
定
と
併
せ
受
診
促

進
を
呼
び
掛
け
る
取
り
組
み
を
予
定
し

て
い
る
。

特集／特定健診受診促進街頭キャンペーンとＣＭ・ポスター・リーフレット制作のお知らせ

平成２５年度市町村国保

鹿児島県の特定健診受診率４０．９％に
全国で第１０位

本県の特定健診受診率は、特定健康診査・特定保健指導が始まった平成２０年度の２７．９％から年々伸びて
おり、平成２５年度の受診率は４０．９％。現在、全国第１０位となっている。
また、特定保健指導の終了率についても、平成２０年度から全国平均を上回っており、平成２５年度の終了率
は３６．６％。健診受診率と同じく第１０位である。
しかしながら、国が定めた目標である特定健診・特定保健指導実施率６０％にはいまだ届いていない状況であ
る。本会でもさらなる受診率向上に向けた取り組みの支援に努めていきたい。

おかげさまで
キャンペーンは大盛況！

毎年１回、
ＧＯ！特定健診

年度 対象者数（人）
【本県】

受診者数（人）
【本県】

受診率（%）
【本県】

受診率（%）
【全国】

平成25年度 305,689 125,168 40.9 34.3

平成24年度 308,180 125,790 40.8 33.7

平成23年度 311,166 112,426 36.1 32.7

平成22年度 312,574 102,142 32.7 32.0

平成21年度 320,291 97,242 30.4 31.4

平成20年度 324,789 90,358 27.9 30.9

年度 対象者数（人）
【本県】

終了者数（人）
【本県】

終了率（%）
【本県】

終了率（%）
【全国】

平成25年度 14,271 5,227 36.6 23.7

平成24年度 15,151 5,095 33.6 23.2

平成23年度 14,343 4,483 31.3 21.7

平成22年度 14,348 4,207 29.3 20.8

平成21年度 14,245 3,946 27.7 23.6

平成20年度 14,692 2,960 20.1 14.1

特定健康診査の受診率

特定健診対象者・受診率の推移

特定保健指導の終了率

特定保健指導対象者数と終了者割合の推移
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「特定健診の受診・
特定保健指導促進」の

テレビ・
ラジオCMを
放映中

健
康
は
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら

本
会
で
は
こ
の
た
び
、
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
の
受
診
促
進
や
健
康
づ

く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
町
村
や
国

保
組
合
の
協
力
の
も
と
、
40
歳
か
ら
74

歳
の
特
定
健
診
対
象
者
を
は
じ
め
と
す

る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
全
視
聴
者
に
向

け
た
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
た
。

今
回
は
鹿
児
島
県
内
の
各
テ
レ
ビ
局

を
代
表
す
る
地
元
人
気
タ
レ
ン
ト
４
人

を
起
用
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
疾
病

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
る

こ
と
を
伝
え
る
「
特
定
健
診
篇
」、
さ

ら
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
生
活
習
慣
を

見
直
す
こ
と
を
促
す
「
特
定
保
健
指

導
篇
」
の
Ｃ
Ｍ
を
、
各
局
２
パ
タ
ー
ン

ず
つ
制
作
。
合
計
８
パ
タ
ー
ン
の
Ｃ
Ｍ

が
完
成
し
た
。
そ
の
中
で
は
昨
年
誕
生

し
た
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
鹿
児
島
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
」
の
選
手
や
住
民
、
そ
し

て
本
会
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
け

ん
こ
う
坊
や
」
も
登
場
し
、
に
ぎ
や
か

な
顔
ぶ
れ
で
明
る
さ
と
元
気
さ
を
表
現
。

鹿
児
島
県
民
な
ら
誰
も
が
口
ず
さ
め
る

「
茶
わ
ん
む
し
の
歌
」
に
の
せ
た
「
ト

ク
ケ
ン
体
操
」
を
し
な
が
ら
、
特
定
健

診
の
受
診
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

Ｃ
Ｍ
は
、
民
放
４
局
お
よ
び
Ｍ
Ｂ
Ｃ

ラ
ジ
オ
に
て
、
７
月
20
日
ま
で
放
映
中
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私たち4人もＴＶＣＭで
トクケン体操にＴＲＹ！
ＣＭは民放４局で放映中！
ぜひご覧くださいね～

ＫＫＢ 竹之内雄太さんＫＹＴ 岡本安代さんＫＴＳ みえかおりさんＭＢＣ 野口たくおさん

〈
特
定
保
健
指
導
篇
〉

〈
特
定
健
診
篇
〉
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本会で作成・配布した特定健診受診促進
リーフレットの一部をご紹介。詳しい内容
は本会ホームページにも掲載していますの
でぜひご覧ください。
※検索サイト「国保鹿児島」

教えて特定健診のこと！

※詳しくは、加入されている医療保険者（市町村国民健康保険・国保組合・協会けんぽ等）にお尋ねください。

特集／特定健診受診促進街頭キャンペーンとＣＭ・ポスター・リーフレット制作のお知らせ

■身体測定
　（身長・体重・BMI・腹囲）
■医師による診察
■血圧測定・血液検査
　（脂質・血糖・肝機能）
■尿検査（尿糖・尿蛋白）

特定健診を受けるには、受診券と保険証
が必要で、医療機関（健診機関）等で受
けることができます。また、受診の際は費
用の一部を負担いただく場合もあります。

パパ、ママ、
健診受けて
これからも
健康でいてね

2015.5 No.588The National Health 
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国
保
を
取
り
巻
く
環
境

鹿
児
島
市
の
ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
か
ご
し
ま

で
平
成
27
年
３
月
３
日
、
国
保･

保
健･

福
祉･

介
護
担
当
者
研
修
会
が
開
か
れ
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
事
業
を
推
進
し

な
が
ら
日
頃
の
業
務
に
役
立
て
よ
う
と
、

55
人
の
関
係
者
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
本
会
の
坪
内
幹
哉
事
業
課

長
が
「
市
町
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

生
活
習
慣
病
の
増
加
、
医
療
技
術
の
高

度
化
等
に
よ
り
医
療
費
は
増
嵩
し
、
国

保
財
政
は
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
30
年
度

か
ら
の
市
町
村
国
保
の
財
政
運
営
主
体

を
都
道
府
県
と
す
る
改
革
に
つ
い
て
厚

労
省
は
国
保
法
改
正
案
を
提
示
し
、
改

正
案
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
保
険
者
は
、
資

格
得
喪
、
保
険
料
の
徴
収
、
保
健
事
業

の
実
施
な
ど
の
役
割
を
担
う
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
保
険
者
が
レ
セ
プ
ト
・

健
診
等
の
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
き
加
入

者
の
健
康
状
態
等
に
応
じ
て
行
う
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
の
保
健
事
業
を
推
進
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
国
保
連
合
会
と
し
て
も
保

険
者
の
保
健
事
業
の
取
り
組
み
の
一
助
に

な
れ
た
ら
と
考
え
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

生
活
習
慣
病
対
策
支
援
事
業

へ
の
取
り
組
み

平
成
20
年
度
か
ら
医
療
保
険
者
に

義
務
付
け
ら
れ
た
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
予
防
対

策
の
重
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
特

に
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
背
景
に
は
、
内
臓
脂
肪

症
候
群
が
あ
り
、
そ
の
対
策
が
病
状
の

進
行
と
重
症
化
予
防
に
大
き
く
影
響
し

て
い
る
。

そ
こ
で
本
会
は
、
医
療
費
適
正
化
に

向
け
た
生
活
習
慣
病
対
策
支
援
事
業
を

平
成
24
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
支
援
事
業
は
、
医
療
費
の
大
き

な
割
合
を
占
め
る
生
活
習
慣
病
を
予
防

し
、
医
療
費
の
適
正
化
に
資
す
る
た
め

に
、
医
療
や
健
診
・
生
活
習
慣
等
の
現

状
を
詳
細
に
分
析
し
、
予
防
対
策
を
保

険
者
と
検
討
し
保
健
事
業
計
画
の
策
定

や
実
施
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

平
成
26
年
度
　
国
保
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
担
当
者
研
修
会

特

画

別

企

地
域
の
特
性
に
沿
っ
た

　
　
保
健
事
業
へ
の
展
開

発症・重症化予防のために、血圧と血糖値がともに高い
方への対策が重要と話す長吉技師

脳血管疾患の発症と重症化予防、CKDの予防と発症遅
延に取り組むと話す本村技術主査
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個
別
に
医
療
機
関
の
受
診
勧
奨
訪
問
を

実
施
し
た
取
り
組
み
に
つい
て
紹
介
し
た
。

（
詳
細
に
つい
て
は
9
ペ
ー
ジ
）

横
山
氏
か
ら
は
医
療
費
の
状
況
を
分

析
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
入

院
と
外
来
を
分
け
て
考
え
る
の
は
非
常

に
大
事
。
外
来
で
リ
ス
ク
因
子
を
し
っ

か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
重
篤
な
病
気

で
入
院
し
な
い
よ
う
に
す
る
場
合
、
例

え
ば
外
来
の
高
血
圧
の
医
療
費
が
上
が

る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
に

よ
っ
て
脳
血
管
疾
患
の
入
院
の
医
療
費

が
下
が
れ
ば
む
し
ろ
望
ま
し
い
こ
と
で
あ

り
、
お
そ
ら
く
健
康
寿
命
も
伸
び
る
し
、

介
護
の
負
担
も
減
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ

な
が
って
い
く
」
と
話
し
た
。

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
展
開

事
例
発
表
で
の
助
言
に
続
き
、「
Ｋ
Ｄ

Ｂ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
横
山
氏
は
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
「
①
健
康
・
医
療

情
報
を
活
用
し
て
②
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
沿
っ
た
③
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
保
健

事
業
の
実
施
を
図
る
た
め
の
保
健
事
業

の
実
施
計
画
」
で
あ
る
と
説
明
し
、
計

画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
特
定
健
康

診
査
の
結
果
、
レ
セ
プ
ト
等
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
分
析
を
行
い
、
事
業
の
評
価
に

お
い
て
も
健
康
・
医
療
情
報
を
活
用
し

実
施
内
容
は
、
ま
ず
、
保
険
者
の
医

療
や
健
診
・
生
活
習
慣
等
に
関
す
る
検

証
の
支
援
を
行
う
。
具
体
的
に
は
①
健

診
デ
ー
タ
と
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
分
析
か

ら
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
対
象
者
の
現
状
と
背
景
を

保
険
者
と
検
証
②
生
活
習
慣
病
（
糖
尿

病
・
循
環
器
疾
患
・
腎
不
全
等
）
の
発

症
に
関
す
る
生
活
習
慣
や
地
域
性
を
保

険
者
と
検
証
③
循
環
器
疾
患
・
腎
不
全

の
発
症
に
関
す
る
対
象
者
の
現
状
を
詳

細
に
分
析
し
、
重
症
化
予
防
対
策
を
保

険
者
と
検
討
④
各
保
険
者
の
デ
ー
タ
分

析
は
保
険
者
が
行
い
、
結
果
を
本
会
へ

送
信
し
広
域
的
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
本

会
が
集
約
を
行
う
。

次
に
、
医
療
費
適
正
化
の
た
め
の
保

健
事
業
の
策
定
の
支
援
を
行
う
。
具
体

的
に
は
①
地
域
性
を
活
か
し
た
生
活
習

を
し
て
い
く
中
で
見
え
て
き
た
課
題
か

ら
、
脳
血
管
疾
患
の
発
症
と
重
症
化
予

防
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
と
発
症
遅
延
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
説
明
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ

予
防
の
取
り
組
み
と
し
て
、
腎
臓
内
科

医
か
ら
、
腎
臓
の
今
の
状
態
を
自
覚
し

て
も
ら
う
こ
と
、
食
事
指
導
を
地
域
で

行
っ
て
ほ
し
い
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
事
例
発
表
を
行
っ
た
長
吉
技

師
は
、
医
療
・
健
診
・
介
護
の
各
デ
ー
タ

か
ら
、
高
額
と
な
る
医
療
の
原
因
は
脳

血
管
疾
患
や
心
疾
患
が
多
い
こ
と
、
血

圧
と
血
糖
値
が
と
も
に
高
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
説

明
。
保
健
指
導
対
象
者
を
絞
り
込
み
、

慣
病
予
防
に
対
す
る
効
果
的
な
対
策
と

計
画
の
立
案
の
支
援
②
広
域
的
支
援
に

つ
い
て
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
取
り

組
み
を
対
象
地
区
の
保
険
者
間
で
共
有

化
す
る
支
援
を
行
う
。

そ
し
て
、
保
険
者
が
行
う
保
健
事
業

の
評
価
の
支
援
を
行
う
。

こ
れ
ら
を
平
成
26
年
度
支
援
と
し
て

出
水
市
と
西
之
表
市
の
２
市
を
モ
デ
ル

保
険
者
に
選
定
し
、
２
年
間
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

今
回
は
、
取
り
組
み
を
始
め
て
１
年

が
経
過
し
、
出
水
市
と
西
之
表
市
の
担

当
者
が
事
業
を
実
施
し
て
見
え
て
き
た

課
題
を
分
析
し
た
結
果
に
つ
い
て
中
間

報
告
を
行
っ
た
。

分
析
か
ら
み
え
て
き
た
課
題

を
保
健
事
業
へ
つ
な
げ
る

事
例
発
表
で
は
、
国
立
保
健
医
療
科

学
院
生
涯
健
康
研
究
部
の
横
山
徹
爾
部

長
を
助
言
者
に
迎
え
、
出
水
市
健
康
増

進
課
健
康
増
進
係
の
本
村
頼
子
技
術
主

査
が
「
ツ
ル
が
選
ん
だ
日
本
一
住
み
た
い

ま
ち
出
水
市
の
健
康
づ
く
り
～
医
療
費

分
析
と
重
症
化
予
防
の
た
め
の
取
り
組

み
～
」、
西
之
表
市
健
康
保
険
課
国
民

健
康
保
険
係
の
長
吉
舞
技
師
が
「
支
援

事
業
を
契
機
と
す
る
医
療
費
適
正
化
に

向
け
た
生
活
習
慣
病
対
策
」
と
題
し
て

発
表
し
た
。
本
村
技
術
主
査
は
、
分
析

「保険者の保健事業の取り組みの支援に努めたい」とあい
さつする坪内事業課長

出水市と西之表市の事例発表を聞きながら、熱心にメモをとる出席者
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行
う
こ
と
。
ま
た
、
県
や
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
で
策
定
し
て
い
る
健
康
増
進
計

画
と
の
整
合
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、「
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
優
先

課
題
を
見
極
め
る
能
力
及
び
事
業
実
施

後
の
評
価
を
行
う
能
力
を
養
い
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
」
と
続
け
た
。

横
山
氏
は
「
健
診
保
健
指
導
事
業
、

生
活
習
慣
病
対
策
が
上
手
く
で
き
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
国
保
部
門
、
衛
生
部
門

の
連
携
（
役
割
分
担
）
が
で
き
て
い
る
。

特
定
健
診
・
保
健
指
導
デ
ー
タ
、
レ
セ
プ

ト
デ
ー
タ
を
加
工
（
集
計
）
で
き
る
人

材
は
必
要
だ
が
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
導

入
が
こ
の
壁
を
取
り
払
って
く
れ
る
。
た

だ
し
デ
ー
タ
を
読
み
取
る
人
材
は
必
要

で
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
を
見
て
も
す
ぐ
に
は
分
か
ら

な
い
の
で
、
訓
練
を
し
な
い
と
い
け
な
い
」

と
話
し
た
。

ま
た
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
の
視
点
と
し
て
、「
ま
ず
ど

の
帳
票
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る

の
か
予
習
し
た
う
え
で
、
取
り
組
む
事

業
に
は
ど
の
帳
票
が
活
用
で
き
る
か
の
発

想
力
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。

地
域
の
特
性
に
あ
っ
た　
　

効
果
的
指
導
を
し
て
ほ
し
い

引
き
続
き
、「
鹿
児
島
の
循
環
器
疾

患
の
特
性
と
対
策
」
と
題
し
て
、
鹿
児

島
大
学
大
学
院
心
臓
血
管
・
高
血
圧
内

科
学
の
大
石
充
教
授
が
講
演
を
行
っ
た
。

大
石
教
授
は
冒
頭
「
東
北
地
方
の
病

気
だ
と
思
っ
て
い
る
脳
卒
中
は
実
は
鹿
児

島
の
病
気
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
鹿
児

島
県
は
、
血
圧
が
高
く
て
医
療
機
関
で

治
療
し
て
い
る
人
口
10
万
人
当
た
り
の

推
計
患
者
数
は
２
０
１
１
年
、
７
２
９

人
で
全
国
５
位
、
全
国
平
均
５
３
４
人

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
脳
卒
中
は
、

国
内
２
位
の
多
さ
で
あ
る
。
高
血
圧
の

人
は
心
筋
梗
塞
や
心
不
全
、
脳
卒
中
と

い
っ
た
「
心
血
管
病
」
に
な
る
可
能
性

が
高
い
。

大
石
教
授
は
鹿
児
島
の
特
徴
と
し
て
、

「
車
社
会
で
歩
か
ず
、
肥
満
が
多
い
。

味
付
け
は
甘
辛
い
の
が
好
き
。
ア
ル
コ
ー

ル
消
費
量
は
全
国
１
位
で
焼
酎
を
飲
む

機
会
が
多
い
一
方
で
、
果
物
の
消
費
が
圧

倒
的
に
少
な
い
」
こ
と
を
挙
げ
た
。

そ
し
て
高
血
圧
の
予
防
対
策
と
し
て
、

「
ま
ず
何
よ
り
も
血
圧
を
毎
日
２
回
、

朝
食
前
と
夕
食
前
か
寝
る
前
に
測
る
。

減
塩
を
心
掛
け
、
果
物
や
野
菜
と
いっ
た

カ
リ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
を
多
く

含
む
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
、
体
内
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
排
泄
さ
せ
て
く
れ
て
、
減
塩

と
同
じ
効
果
が
あ
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
１

日
に
度
数
25
度
の
焼
酎
な
ら
０・６
合
が

目
安
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
体
重
が
18
歳
の
と
き
と
比
較

し
て
１０ 

kg
増
え
た
人
は
、
高
血
圧
に
な

る
危
険
性
が
２
～
３
倍
高
ま
る
。
血
圧

を
下
げ
る
の
に
一
番
効
果
的
な
の
は
減
量

な
の
で
、「
１
日
40
分
程
度
、
爽
や
か
な

汗
を
か
く
く
ら
い
の
適
度
な
運
動
が
良

い
。
減
量
は
１
カ
月
に
１
kg
が
適
切
で

あ
る
」
と
加
え
た
。

最
後
に
、「
地
域
性
や
個
人
の
生
活

習
慣
を
十
分
に
理
解
し
て
、
そ
れ
に
あ
っ

た
よ
り
効
果
的
な
指
導
を
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

KDBを活用したデータヘルス計画について講演する横山
部長

鹿児島の循環器疾患の特性と対策について講演する
大石教授
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西之表市は、1人当たり医療費が県下43市町村中33位（平成25年度）と平均より低い水準にあるものの、1
件あたりの費用：特に入院費が高い傾向にあります。また、特定健診の受診率が県平均（約40％）を下回って
おり、毎年受診率の伸び悩みが課題となっています。
この支援事業を進めていくうえでは、KDBシステムによる的確な分析に期待を込めて、「的（対象者）を絞っ
た保健事業展開への土台づくり」を目標として設定しました。事業の各回では、保健師や事務職員、看護師や栄
養士など、幅広い職種の方の参加で連携を深めながら、地域の特性分析に取り組みました。
医療・健診・介護の各データからは、がんや心臓病で亡くなる方が多いこと、高額となる医療の原因は脳血管
疾患や心疾患が多く重複者もいること、血圧が高い傾向にある（血糖・血圧が重複して高い方が県内順位1ケタ）

ことなどが明らかになりました。
そこで、西之表市では、生活習慣病の発症・重症化予防のために設定する保健事業の具体目標を、
①脳血管疾患の患者数・医療費を減らす
②血圧と糖が重複しているハイリスク者への対策を行う　と定めました。
対象者の把握には保健指導支援ツールを活用し、健診受診者における受診勧奨レベルの方を最優先、次に保健指導レベルの方と段階的な
絞り込みを行い、その中でも血圧と糖で重複してリスクを持っている方は特に注視しました。
対象者へのアプローチについては、方法や従事者、期間などについて協議を重ね、作成した名簿を基に保健師や管理栄養士が、個別に医
療機関の受診勧奨訪問を実施しました。従事者間で名簿データを共有し、訪問記録をそれぞれが確認できるように工夫することで、フォロー
アップや効果の把握に努めています。
支援事業の２年目に向けては、受診勧奨訪問の評価を行いつつ、分析を継続して地域の健康課題を再整理するよう計画しています。既存の
教室や事業を有効的に活用しながら、集団を地域や年齢で絞り込んだアプローチなど、様々な手法を事務職・技術職、課や係の垣根を越え
て協力して検討し、より地域に即した保健事業機会を被保険者に提供できるよう取り組んで行きたいと考えています。

出水市の医療費の状況は、５カ年の医療費の推移をみると総額はわずかに増加傾向にあり、項目別では、入院
は減少してきているが、外来・調剤は増加している。生活習慣病の医療費で最も多いのは悪性新生物、次いで高
血圧性疾患、腎不全となっており、糖尿病の医療費が年々増加してきている。特定健診の受診率は、42.2％ (平
成25年)で目標にはまだまだ遠いが、僅かずつ上がっている状況である。
モデル事業へは、煩雑になる業務の中で、国保と一緒に課題をとらえ同じ方向を向いた取り組みを行ってい
きたいとの思いと、健康増進計画の見直しの時期だったことから取り組んだ。分析をしていく中で、２つの課題
が浮かび上がった。ひとつは脳血管疾患のＳＭＲが高く特定健診でも脳血管疾患のリスクファクターである高血圧
の者が他の地域よりも高いこと、もうひとつは、信憑性は低いが、女性の腎臓病のＳＭＲが高く人工透析患者も

年々増加傾向にあること。更に、特定健診結果では、ＣＫＤ予防のために早期介入の必要性が高い事例がみえてきた。そこで、目標を、
①脳血管疾患の発症と重症化予防の取り組み
②ＣＫＤの予防と発症遅延の取り組み　とした。
ＣＫＤ予防の取り組みとして、腎臓内科医に相談し、腎臓の今の状態を自覚してもらうこと、食事指導を地域で行ってほしいことなどアドバ
イスをもらった。また、事例を経年的に整理し状況を把握、腎臓病の学習会・事例検討会を開きどのように指導していくか学び、訪問指導
を行った。今後は、
①高血圧予防改善への取り組み（一日野菜小鉢５皿摂取と、減塩について啓発）
②ＣＫＤの予防と重症化予防
③特定健診受診率アップと健診後フォローのあり方検討（医師会との連携）　を重点的に取り組んでいこうと考える。
市民の健康づくりに向けての方向性が少し見えてきたので、学習会等を通して保健師のスキルアップもしながら、今後具体的な事業に展開

できたらと考える。

「�ツルが選んだ日本一住みたいまち出水市の健康づくり
～医療費分析と重症化予防のための取り組み～」

「�支援事業を契機とする医療費適正化に向けた
生活習慣病対策」

西之表市健康保険課国民健康保険係
技師　長吉　舞

出水市健康増進課健康増進係
技術主査　本村　頼子
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保健師
ルポ

島
田
　
夏
美

伊
仙
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
保
健
師

「
み
ん
な
の
笑
顔
と
健
康
を
守
る
た
め
に
」

　
地
域
の
力
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
を
目
指
す

長
寿
・
子
宝
の
町
の
大
き
な　

財
産
は「
地
域
力
」

長
寿
と
子
宝
の
双
方
が
、
相
乗
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
伊
仙
町
は
、
か
ね

て
よ
り
長
寿
者
の
比
率
が
高
く
、
合
計

特
殊
出
生
率
に
関
し
て
は
、
平
成
21
年

の
２
・
42
に
引
き
続
き
、
平
成
26
年
の

２
・
81
と
２
期
連
続
日
本
一
と
な
り
ま

し
た
。

本
町
は
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
る

「
子
は
宝
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
風
習
が
あ

り
、
親
戚
は
も
ち
ろ
ん
、
近
所
の
方
が

子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
と
い
う

地
域
現
象
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
地
域
で
子
育
て
す
る
母
親
の
生

の
声
は
、「
地
域
の
協
力
が
あ
り
、
子

育
て
し
や
す
い
環
境
」「
地
域
全
体
で
子

育
て
す
る
と
い
う
感
覚
」「
身
内
以
外
の

子
ど
も
も
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に
接

し
て
く
れ
る
」
な
ど
地
域
力
の
強
さ
が

子
宝
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
る
集
落
で
は
、
お
年
寄
り
が
子
ど

も
た
ち
へ
実
際
に
田
植
え
を
一
緒
に
体

験
さ
せ
な
が
ら
、
昔
な
が
ら
の
方
法
を

伝
え
て
い
く
と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
集
え

る
場
が
あ
る
こ
と
は
、
大
切
な
伝
統
を

受
け
継
ぐ
と
同
時
に
、
高
齢
者
は
子

ど
も
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
、
子

ど
も
は
高
齢
者
を
含
む
地
域
の
方
々
か

ら
の
愛
情
を
た
く
さ
ん
受
け
、
大
事
に

さ
れ
、
こ
の
相
互
作
用
が
長
寿
・
子
宝

の
町
の
要
素
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

そ
し
て
、
平
成
18
年
度
よ
り
高
齢

者
か
ら
の
温
か
い
一
声
で
、
敬
老
祝
い

金
の
一
部
を
伊
仙
町
子
育
て
支
援
金
と

し
て
、
町
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
も

の
で
第
３
子
以
上
出
産
し
た
方
に
10
万

円
を
支
給
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
21
年
度
よ
り
支

援
金
の
拡
充
が
あ
り
、
第
１
子
に
５
万

円
、
第
２
子
に
10
万
円
、
第
３
子
以
上

に
は
15
万
円
を
支
給
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
の
子

育
て
世
代
に
対
す
る
思
い
か
ら
生
ま
れ

た
制
度
で
あ
り
、
大
い
に
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

そ
ん
な
中
、
平
成
25
年
度
末
は
産
科

医
確
保
の
問
題
で
、
離
島
の
弱
み
を
痛

感
す
る
状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

26
年
度
よ
り
常
勤
で
２
名
の
産
科
医
が

来
島
し
、
徳
之
島
で
お
産
で
き
る
環
境

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
離
島
と

い
う
物
理
的
に
デ
メ
リ
ッ
ト
な
部
分
も

少
な
く
な
い
で
す
が
、
こ
の
大
き
な
財

産
で
あ
る
「
地
域
力
」
を
活
か
し
な
が

ら
、
安
心
・
安
全
な
妊
娠
・
出
産
の
実

現
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
発

達
を
促
進
す
る
た
め
に
支
援
し
続
け
て

行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

早
世
対
策
は
若
年
期
か
ら
の

健
診
の
受
診
勧
奨

平
成
20
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
特
定 子宝の町伊仙町の子どもたち
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保健師
ルポ

健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業
も
５
年
を

過
ぎ
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て

関
心
も
高
ま
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

平
成
24
年
末
よ
り
春
先
に
か
け
、
脳

卒
中
な
ど
に
よ
る
早
世
の
状
況
が
相
次

ぎ
、
さ
ら
に
対
策
に
力
を
入
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

伊
仙
町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

法
的
に
は
40
歳
か
ら
の
健
診
対
象
者
を

国
保
は
20
歳
か
ら
社
保
は
30
歳
か
ら
に

引
き
下
げ
、
若
い
う
ち
か
ら
体
を
定
期

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自
己
の
健
康
づ
く

り
を
実
践
で
き
る
よ
う
健
診
料
の
助
成

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健

指
導
の
対
象
も
20
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
、
生
活
習
慣
改
善
の
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
積
極
的
に
若
年
期
か
ら
の
健

診
受
診
を
勧
め
て
い
き
、
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
で
脳
卒
中
や
心
疾
患
な

ど
の
重
篤
な
疾
患
や
糖
尿
病
や
高
血
圧

症
の
予
防
に
努
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
子
育
て
世
代
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
健
康
長

寿
の
町
づ
く
り
を
推
進
し
、
高
騰
す
る

医
療
費
を
抑
制
し
な
が
ら
適
正
医
療
が

実
践
で
き
る
町
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長
寿
・
子
宝
ま
ち
づ
く
り
応
援

団
の
養
成

地
域
全
体
で
健
康
づ
く
り
を
盛
り
上

げ
、
健
康
長
寿
の
町
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
民
生
委
員
・
健
康
づ
く
り

推
進
員
・
母
子
保
健
推
進
員
・
食
生
活

改
善
推
進
員
・
地
域
女
性
連
・
ス
ポ
ー

ツ
推
進
員
等
の
皆
様
を
対
象
に
半
年
か

け
て
養
成
講
座
を
実
施
し
、
う
ち
受
講

者
78
名
の
方
々
に
修
了
証
書
を
授
与
し

ま
し
た
。

長
寿
・
子
宝
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
の

方
々
に
は
、
地
域
で
の
高
齢
者
の
サ
ロ
ン

へ
の
支
援
や
健
診
の
受
診
勧
奨
、
認
知

症
の
理
解
や
心
の
健
康
問
題
、
地
域
で

気
に
な
る
方
々
へ
の
声
掛
け
な
ど
に
ご

協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
は
、
行
政
に
入
っ
て
３
年
目
に
な

り
ま
す
。
や
っ
と
今
あ
る
町
の
姿
が
少

し
ず
つ
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
”み

ん
な
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
＂
”一
人
ひ

と
り
の
健
康
を
守
る
た
め
に
＂
本
人
は

も
と
よ
り
、
家
族
や
地
域
で
支
え
合
う

共
助
の
精
神
を
大
切
に
し
、
住
民
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
な

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

伊仙町保健センターの愉快な仲間達（筆者下段右から２番目）

長寿・子宝まちづくり応援団養成講座修了証書授与
式の様子

故 本郷かまと嫗　１１６歳故 泉重千代翁　１２０歳

伊仙町メモ

伊仙町は、人口７，０５６人（平成27年２月28日現

在）、鹿児島から南へおよそ５００ｋｍにある、徳之島

の南端に位置する健康・長寿と子宝の町です。エメ

ラルドグリーンの海と白い砂浜が広がる美しい自然

に恵まれた伊仙町は、長寿世界一としてギネスブッ

クに認定された泉重千代翁や本郷かまと嫗が生まれ

育った町としても広く知られています。

また、２００９年（平成21年）より、合計特殊出生

率が日本一に輝くなど、地域全体で子育てを支える

という習慣が今もなお脈々と受け継がれています。

時代とともに人々の暮らしは変わっても、ここに

は今も昔も変わらない“人々の笑顔”があります。
伊仙町
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